
町長

町長

歩行者の安全性を配慮し対応する

長岡地区内の道路３路線について

小野　芳久　議員

保
育
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

大
坪　

国
広　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

町
長

町
の
震
災
対
策
を
問
う耐

震
診
断
・
改
修
を

　
　
　
促
進
す
る
施
策
に
着
手

小
川　

龍
美　

議
員
（
公
明
党
）

機会を捉え、啓発していく

防災計画を問う

高橋　征夫　議員（武の会）

質
問　

首
都
直
下
型
地
震

や
東
海
地
震
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
震
災
に
備
え
万

全
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き

と
考
え
、
次
の
３
点
に
つ

い
て
伺
う
。

問　
　

役
場
北
側
の
消
防

署
直
下
を
立
川
断
層
が
通

っ
て
い
る
。
町
に
所
在
す

る
重
要
な
施
設
を
安
全
な

場
所
に
移
転
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

町
長　

マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
・

4
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、

瑞
穂
町
を
含
め

た
広
域
が
強
震

地
域
と
な
る
。

公
共
施
設
を
町

の
ど
こ
に
移
転

し
て
も
同
様
の

状
況
で
あ
り
、

最
大
の
備
え
は
、

耐
震
性
を
強
化

す
る
こ
と
で
あ
る
。

問　
　

町
施
設
や
個
人
住

宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
の
早
期
促
進
を
。

町
長　

23
年
度
か
ら
、
耐

震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修

を
促
進
す
る
施
策
に
着
手

し
、
今
後
の
取
り
組
み
を

具
体
的
な
計
画
に
ま
と
め

る
。

問　
　

災
害
時
要
援
護
者

の
救
援
体
制
の
確
立
を
。

町
長　

既
に
災
害
時
要
援

護
者
台
帳
を
作
成
し
、
民

生
児
童
委
員
、
消
防
署
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
が
共

有
し
て
い
る
。
引
き
続
き

正
確
な
情
報
の
更
新
に
努

め
る
。

町
長

現
時
点
で
は
見
直
す

　
　
　
　
　
　

考
え
は
な
い

質
問　

子
ど
も
は
、
未
来

の
主
人
公
で
あ
り
社
会
の

希
望
で
あ
る
。
し
か
し
、

保
育
料
が
高
く
て
負
担
が

大
変
な
ど
、
保
育
料
の
軽

減
を
求
め
る
声
は
切
実
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
４

点
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う

問　
　

町
の
保
育
料
の
決

定
基
準
と
実
態
は
。

町
長　

保
育
料
は
所
得
に

応
じ
て
決
定
さ
れ
る
。
積

算
基
準
は
３
歳
未
満
と
以

上
に
分
け
ら
れ
、
０
円
か

ら
上
限
４
９
、
０
０
０
円

ま
で
16
階
層
に
設
定
し
て

い
る
。
２
人
目
は
半
額
、

３
人
目
は
10
分
の
１
に
す

る
減
額
措
置
も
行
っ

て
い
る
。

問　
　

保
育
料
の
収

納
状
況
は
。

町
長　

21
年
度
実
績

で
99
・
５
％
の
収
納

率
。

問　
　

西
多
摩
地
域

内
の
他
市
町
村
と
比

べ
て
、
保
育
料
が
高

い
と
思
う
が
。

町
長　

積
算
基
準
は

市
町
村
に
よ
り
異
な

り
、
比
較
す
る
の
は

難
し
い
が
、
高
い
と
い
う

状
況
で
は
な
い
。

問　
　

少
子
化
対
策
の
た

め
に
も
保
育
料
の
見
直
し

を
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

町
の
認
可
保
育
園

に
関
す
る
経
費
総
額
に
対

す
る
保
育
料
の
割
合
は
、

11
・
７
％
で
あ
り
、
現
時

点
で
は
見
直
す
考
え
は
な

い
。

一般質問　町政を問う

元狭山保育園の七夕集会の様子

町
長　

22
年
度
、
中

学
の
修
学
旅
行
補
助

を
３
０
０
０
円
増
額

し
た
。
教
材
費
は
保

護
者
負
担
が
適
切
と

考
え
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

教
育
に
か
か
る
保
護

者
負
担
の
軽
減
に
つ

い
て
。

質
問　

毎
日
報
道
さ
れ
る
、

３
・
11
の
超
大
型
地
震
に

伴
う
巨
大
津
波
の
被
害
や
、

福
島
の
原
発
事
故
か
ら
２

か
月
経
過
す
る
も
、
復
興

の
声
、
あ
る
い
は
収
束
の

兆
し
が
い
ま
だ
に
見
え
な

い
。
今
回
の
事
故
か
ら
初

動
体
制
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
。
町
で
は
２
０
１

０
年
３
月
、
地
域
防
災
計

画
を
発
行
し
た
。
そ
こ
で

次
の
２
点
に
つ
い
て
、
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

問　
　

災
害
時
自
治
体
は

避
難
・
誘
導
が
最
大
任
務

と
考
え
る
が
。

町
長　

23
年
４
月
か
ら
開

始
し
た
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
で
、
緊
急
地
震
速

報
な
ど
が
防
災
無
線
で
提

供
さ
れ
る
。
災
害
発
生
時
、

ま
ず
自
ら
の
命
を
守
る
の

は
自
分
自
身
で
あ
り
、
地

域
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
各

家
庭
や
地
域
で
の
十
分
な

訓
練
が
、
初
動
体
制
に
つ

な
が
る
。

問　
　

有
事
の
諸
計
画
は
。

町
長　

19
年
に
瑞
穂
町
国

民
保
護
計
画
を
策
定
し
た
。

自
衛
隊
、
警
察
お
よ
び
消

防
署
と
連
携
し
、
的
確
か

つ
迅
速
に
避
難
者
の
救
護
、

災
害
へ
の
対
処
な
ど
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
自
主
防

災
組
織
連
絡
協
議
会
や
防

災
訓
練
の
機
会
を
と
ら
え

て
啓
発
し
て
い
く
。

19年に作成された瑞穂町国民保護計画と、
22年に作成された瑞穂町地域防災計画

立川断層の上に建っている福生消防署瑞穂出張所

第二小学校横の町道35号線

質
問　

二
小
横

の
町
道
35
号
線

は
路
面
が
部
分

補
修
の
た
め
荒

れ
て
お
り
、
大

雨
の
時
に
大
き

な
水
た
ま
り
が

で
き
、
車
に
よ

る
雨
水
の
跳
ね

な
ど
児
童
の
通

学
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

ま
た
、
愛
宕
神

社
横
の
町
道
11

号
線
は
、
側
溝

止
め
が
な
く
非
常
に
危
険

で
あ
り
、
早
急
な
改
善
が

必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
国
道
16
号
は
、

信
号
機
付
近
以
外
の
道
路

照
明
が
消
さ
れ
て
い
る
。

通
行
者
に
は
防
犯
上
非
常

に
危
険
で
あ
り
、
点
灯
を

国
に
要
請
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長　

町
道
35
号
線
は
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、

近
隣
住
民
か
ら
の
情
報
、

教
育
委
員
会
や
学
校
関
係

者
の
意
見
を
聴
い
て
、
維

持
補
修
に
努
め
て
い
る
。

　

11
号
線
は
、
朝
夕
の
交

通
量
が
増
大
し
て
い
る
の

で
、
歩
行
者
の
安
全
性
を

高
め
る
た
め
道
路
側
溝
の

対
策
を
講
じ
る
。

　

国
道
16
号
の
照
明
灯
は
、

国
の
節
電
の
方
針
に
基
づ

き
、
交
差
点
部
を
除
き
一

部
消
灯
し
て
い
る
。
危
険

と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

国
道
や
都
道
の
点
灯
を
要

請
し
、
町
道
は
点
灯
す
る

よ
う
配
慮
す
る
。


